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【昨日の市況概要】 公示仲値 157.28

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 157.08 1.0400 163.80 1.2550 0.6249
TKY High 157.50 1.0411 163.97 1.2560 0.6249
TKY Low 156.98 1.0400 163.80 1.2544 0.6227

TKY 3:30 PM 157.25 1.0406 163.97 1.2560 0.6232

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW - - 日本2年債 0.5800% 0.0000%

NASDAQ - - 日本10年債 1.0600% ▲0.0100%

S&P - - 米国2年債 - -

日経平均 39,130.43 93.58 米国5年債 - -

TOPIX 2,733.86 6.60 米国10年債 - -

ｼｶｺﾞ日経先物 - - 独10年債 - -

ﾛﾝﾄﾞﾝFT - - 英10年債 - -

DAX - - 豪10年債 - -

ﾊﾝｾﾝ指数 - - USDJPY 1M Vol 10.23% 0.07% 　
上海総合 3,393.35 ▲ 0.18 USDJPY 3M Vol 10.94% 0.04%

NY金 - - USDJPY 6M Vol 10.81% 0.04% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI - - USDJPY 1M 25RR ▲1.25% Yen Call Over

CRB指数 - - EURJPY 3M Vol 11.08% 0.04%

ドルインデックス - - EURJPY 6M Vol 10.97% 0.02%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：島・大島

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定
は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨をお申し出ください。

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY
156.50-158.00 1.0300-1.0450 162.50-164.50

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想
12月25日 14:00 日 景気一致指数・確報 10月 116.8 -

日 植田日銀総裁　講演
【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
12月26日 22:30 米 新規失業保険申請件数 21-Dec 223k 220k

緩和調整は今後の経済・物価・金融情勢次第
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東京時間のﾄﾞﾙ円は157.08ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。日本以外の多くの国が休場の中、流動性乏しく157円台前半での推移が続い
た。午後には植田日銀総裁による講演が行わなれるも、追加利上げに対する新たな示唆はなかったことから、やや円売
り優勢の展開に。ﾄﾞﾙ円は上値を伸ばし一時157.37まで上昇。引けにかけては157.30台でもみ合いとなり157.25ﾚﾍﾞﾙでｸ
ﾛｰｽﾞ。
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昨日のドル円は欧米がクリスマス休場の中で157円台前半で小動きとなった。注目された植田日銀総裁の講演では、

トランプ次期政権の動向や来年の春闘に向けた動きを注視していく考えを改めて示し、先週の金融政策会合から追加

的な材料は見られなかった。マーケットでは日銀の次回利上げが後ずれするのと思惑が広がりつつある一方、先週の

FOMCでFRBのタカ派スタンスが確認された中で、USDJPYの上昇トレンドは変わりにくい状況と見ている。本邦当局より

円安けん制発言も出てはいるものの、介入への警戒感が高まっている状況にはなく、来月には160円を試す展開もあ

ろう。なお本日については、米7年債入札が注目材料。月末買いの需要が見えるタイミングであるため堅調な結果を見

込む見方もあるが、クリスマス週で市場参加者が限られる中、大きく流れる可能性にも留意したい。


